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《不思議な石 石灰石》 授業アンケート集計結果

考察

たのしかったかどうかでは半数以上の学生がたのしかったと

回答しているが、わかったかどうかでは、どちらともいえない

と回答した学生が６人であった。進め方が速すぎたのだろうか。

高校のときに化学を選択していないと難しいのだろうか。

そこで高校のとき化学を履修したかどうかで理解度に差があ

るかどうかを調べてみた。
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１１名の学生の高校のときの化学の履修状況により理解度に

違いがあるかについて調査した。

［高校の時の化学の履修状況］

化学分野の履修時数が少ない学生 化学分野

「科学と人間生活」のみ履修 ３人 0.5単位分

「理科総合Ａ」のみ履修 １人 １単位分

化学分野の履修時数が多い学生 化学分野

「化学基礎」履修 ６人 ２単位分

「化学基礎」「化学」履修 １人 ６単位分

［問題］

化学の履修が少なかった４人（「科学と人間生活」「理科総合

Ａ」のみ履修）と化学分野を多く履修した７人（「化学基礎」「化

学」履修）とでは、小テストの正答率に違いがあったでしょう

か。

予想

ア 履修した学生と履修しなかった学生とでは正答率が大き

く異なっている。

イ 履修した学生の方が２０～３０％程度正答率が高い。

ウ 差は認められない。
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検証

履修時数が少ない者 １００点 ９０点 ３０点 ０点

平均点 ５５点

履修時数が多い者 １００点 ８０点 ８０点 ３０点

２０点 １０点 １０点

平均点 ４７点

結果 履修時数の多い学生集団の方が平均点が低かった。

結論

高校で化学を履修しているかどうかは《不思議な石 石灰石》

の理解とは関係がない。理解できるかどうかは、それぞれの学

生次第ということになろう。

得点分布を見ると、

高得点者（８０点以上 平均９０点）５人

低得点者（３０点以下 平均１７点）６人

に大きく分かれている。平均点付近の得点者はいないのである。

この得点の違いはアンケートの「わかりましたか」という問

いに対する回答のしかたに影響を与えるように思われる。

そこで次のような問題を考えてみよう。
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［問題］

高得点者群と低得点者群ではアンケートの「わかりましたか」

という問いに対する回答に違いが出たでしょうか。

予想

ア 高得点者は「わかった」とする回答が多い。

イ 高得点者も低得点者も「わかった」とする回答数に違い

はない。

検証

高得点者のわかったかどうかの回答の分布

４ ４ ３ ３ 無回答 平均３．５

低得点者のわかったかどうかの回答の分布

４ ３ ３ ３ ４ ３ 平均３．３

結論

結果はイである。高得点者も低得点者もわかったかどうかの

回答にほとんど差がない。小テストの結果と学生のわかったと

感じたかどうかはほとんど無関係である。この結果は驚くべき

内容ではないだろうか。

考察

どうしてこんな結果になったのだろうか。思い当たることは

と言えば、小テストは化学反応式を書かせる問題であったとい

うことである。模型ではわかった学生もそれを化学反応式で書

くことは難しかったのかも知れない。
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感想文に「いっぱい化学式があってどれがどれだかわからな

くなる。」というものがあったが、これが実態を表しているよ

うだ。この学生以外にも化学反応式が間違っているものが多い。

感想文に「ボンテン分子模型を使って考えたらよくわかった」

というものが複数あった。分子模型ではわかったが、それを化

学反応式にするところでわからなくなったのかも知れない。そ

うだとすると、授業では分子模型から化学反応式への移行を丁

寧に、時間をかける必要があったということになると思われる。

また、この小テスト問題が、この授業書をやったことを把握

しているかどうかを調べる問題としては不適当だったのかも知

れない。

化学反応式、化学式に対する拒否反応を示す高校生が大変多

い。教師は繰り返し使う中で、その難しさを実感できなくなっ

て教えているというのが実態なのかもしれない。

《不思議な石 石灰石》の授業の要約

小テストの中で、授業の要約文を書かせた。

◆一つの物体でも様々な性質を持つ物体になる。

◆カルシウムはいろいろなものと結合して存在する。

◆石灰石はさまざまな物質とくっついていて、単体であること

はあまりない。
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◆石灰石は二酸化炭素や水によって化学反応が起こり、消石灰

や生石灰に変化する。

◆無回答 ４人

◆石灰は Caが色々な物質をくっつくことでできる。

◆「石灰」と呼ばれるものには炭酸カルシウム（石灰石 CaCO3）

酸化カルシウム（生石灰 CaO）水酸化カルシウム（消石

灰 Ca(OH) 2）がある。石灰水に二酸化炭素を入れると、白く

にごる。

◆石灰石に何かの物質をかけると化学反応を起こす。

のように要約することを期待した。表現に苦労している様子が

見て取れる。無回答が４人、要約するのは難しいということだ

ろうか。
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授業の感想

イメージしやすい

実物を見たり、実際に実験をしていただいてイメージがしや

すかったです。

モデルをいじりながら考えた

たくさん実験があってわかりやすかったし、初めて自分でモ

デルをいじりながら考えたので、納得しながら学ぶことができ

ました。

たくさん実験していたら

今までこんなにたくさん実験をやったことがなかったので楽

しかったです。もっと早くたんさん実験していたら化学が分か

ったのになと思いました。

高校のときとても苦手

高校のときとても苦手の分野でしたが、今回は少し楽しく学

べてわかった部分があったのでよかったです。

化学式が多くてわからなくなる

いっぱい化学式があってどれがどれだかわからなくなる。

模型を使うと覚えやすい

最初から化学反応式を使わず、模型を使いながらの方が覚え

やすいと思った。
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楽しかった

楽しかった。でも難しいです。

模型を使って考える

いろいろな化学反応が見れて良かったです。実際に模型を使

って考えることで、よりイメージがわき、わかりやすかった

です。

実験をしながら

模型を使ったり、実際に実験をしながらの授業でとてもおも

しろかったです。

無回答

考察

①実験をしたからわかるし楽しい。

②模型を使って考えるとよくわかる。

③化学式に抵抗がある学生がいる。

④高校のときにあまり実験をしていない様子がわかる。

まとめ

この授業を通じて、苦手だった化学がおもしろいことに気づ

くことができたようである。授業書による授業の有効性を示し

ていると言えよう。


